
カニの拳短銃鮒道場嬉置
茅IO藷∴入山彊：＿所卵

8月7日軸“歓迎」のTELあり、美丈のトラックですスケーエーコ突くこ欠番＿へ＿。＿＿＿土l李

えオ∴公民錦十滴で下ろ巧。その直後、軍一回のハブ子坊注射の巡回を受け台，丸

橋Dさんを執可後、公承館で確に噌ううとしていたとニケ　勇都居かサンミを差入生

8月8日　耳2回の大掃除、前田カメキクきんの牽き豪を掃疎　引起す〇

g風雪日　毎1回の薬剤敲布（こて勅鬼祥雲iこ参加、賛成派とも旗を合わず・中毒4時、大

石現境汚毒宮の破デス根葉を　反対派500免∴大和科、瀬戸内間鴨とよr）殺す貨の

薬種Iこて欠か二集結、綾かてロマンチックにデモかね．牛鬼福祉館iこて、名瀬俣悠

前・の巡回員と熱々に吋する久志友打水の吉雄会。rGパン梁では雇いだうう」とサス

与と相談の総菜ドーティ（インド服）（こターバン琴で慮席。

ヶ月9日　ガス、電灯つく。穆武次、反対派を国正ナ　チ拭い一本蒋1て部落唆朽煙り。

じここをでか、之霊にはサついて4日岡の日配てす。何から僑みてトントン拍手に行う

「こ占ってすか、この後の反応医正にブロードニキの佃かそ　うう　のの　しも囲う・9日

ねの丸たちのス夕月レ毛見て　ジイサンバ7サン遼‘さ仰天して　辛くも後脂LIaG姉

と害うのてす。「肯宏を惹た大同の方か・本当i誘錐禾なレのだ」という、橋口とんの

懸命の細事で先人たつも一応調号行行rようで百が　それ以後和才　ヒツピ‾スタイ

，レをでのきし「二。ここうかサスケI訓両国として色　の流儀を護らず、縁庸一ケ師表・イン

ドて出会，ZL久末の友は、再びインドに句－†て旅心ケ未面河の毒牙汰もみ）までLe

自己安寧と言え言古　9日のデモの眼∵こミしき空きエーでて「ガン′ヾロー〝」とやつだの

にiユ　少々テレました烏　合ではこちらか舌頭とと3よう一二艦上）まLrこ。

とこうで「窯或利道端，のろ魚の目未ですが∴、ムか）．とけ島言葉で何かと辰理屈を

ご収て違らう変患者と言うのtすが　博文がこ時こヾ無稽生もうアテ字をしたことによ

，て　胸潔∴反逆為のニュアンスと帯びました．博文の精と一目見てかつ新しいコ主一

ンの免を来めたのですが、子音UJ入植付す日l人前の事∴本、負け吏希に先行する」の1主星

、岬と±丁半 �ヽ 、ミ 

ニ〕三塚ノ窄1．／馨を，鳥鹿I �讃 一；毒！ が（＿室と＝＝ 

」ま！三二三＿＿一　　、年，．　　＝JP 
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者II誇　豊年蒸し　∴桝剛

卵とqF‘清美の袋i）のシーズンでう．そのクライマックスであ郎朝里苧環も、肩

荊妻呼斗争勃発後は夜勤くら前菜が週と変えて爾　勧一㌦しろという交流宅重視す3よ

うに鴨った＼め∴‾型以上も祭りが続く恋じです。加えて、雇なき研氏会議享値‘。よう

おしい手中行事㌧破デス発雷て釦乱費のてすかう大安でお

岩岩石后の窺も、この裏一幕私たらの桑畑iこ高7、十敬雪ぶリ1エ倭を序）、豊年祭

の準備か始めましたeそれを見て両賞練かう「せ卯年一回の祭りくらし当事－庸二や

ううらとの電話かかたのですが・勢いナ席シイサンたち一事、「枝チ久と看憎み

うのどという取らと・碑紡祭糧かバ」と、これと成った上・不眠会醸Iこ勅はをが丁

部落はじまって収束という欧嘘宇祭をやりました．経国雨戸を即し　口ほし丁を噛

みしめた哲哉秋IO戸・両派の反日にこれかつ妃的な一打に印）ました。

勿論・丸頂、、識別触ら完はてんてこ尭小の裏方役でした。しかしともかく　祭ソ

の諏クーかナ旗！磯約〇校辞のデ功シわ文句まで、属ロきんから全て私I。一

債柾ことー不大概花束でした・雇人の並も、芸術家の並も、中途半端（こ放っ高か

してしま「た私ですか・臼し奴へ奈てやっと’奄美人摘、綻美術恥という木スト硝専ら八

回一宮う。この美徳溶暗・祭りそのものそデザインしか1両工事7きり彊ん。そ中神に

うわへの海鮮当塞く　鳥人のlじ理でも晴れがましく第1）上げ回航厚もん。そこ「上

丸蕪の抑Iこ“守うつ′拭おうノ諦め∴どいつ畠邑i）文句の48．に1枚デ久万キ′を

芝よ水屋ひれ！」といったロマンケックものき伺暦の、書ききしたが、薙打として、「南

海磁定律」としかめて担した。反秋集会に腰露したとこう、思っ弛I）表人たち
、な「ざれ工や、二時や、こ画一養じゃ点・頚めて（購Lrこ．勘が命の加でん

は？さてとん頓をしていたか覚えてai）させん。

その後　霊威のあって

板子久梓i事大明神iこ昏待

てYLTこことも　イええてあ

かりわ（ヂ触りまでノし．なに

しろ彼、鴫Iこくで“彼を、

一㌔奄美の神々の今や出

せ頭ものですかう。

とこうで、このへんで

私の本性と日的、しますれ

げ、フーテンの碩よ－）小

●葛

き
銚稼いで，自押印準卦
占吃印を据馬い、ドン浄 ハ即踊り
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母うーやン蝿ざモ岳Zへ

とツC〇一的でくこけ「あ

祭リボン太。と名乗り

岩をとうを一乗亡圭

ことに常の　レオ山ま

せ束人民とノ＼ツカ久の

祭莫させがりの熱狂の

中に、爆之上ちかと

鳴子“よ薬用工事ト

lT人、偶のでござい青

白。　ハイ！



対は誇蔀落合律敵′　′75年，。日

排撃〇・う一ナI綴，／0月チB、蝦から扮即して出席した新治常会が、かこと，7

－挟みめての・そして全ての人々にとっては鼻紙の‘実る新発常会。Iこせソ脅しト

穆戒淑∴奇相尿、局面くの誰し会川尊徳史を碑の　島言葉の食らい私，。．な＿杓の↓とだ

がまつITOi）余りまでんが、激怨したハ釦オンが、賛内宮くの二人のボスを矩鳴りつ一丁て．会

場を立まっ日時真で一切のケ′）かついたのすう。一手のフライマ、ソクスであき曹享楽が

あのよう扇町靖子印人工言的青く丁でも残っていTこ軸曲会の両線も、今や不可能でLh
r賛鋤くと后町歌一己／㌻後二雇と席と一つにす3ことに日賦－．ことが言霊後の涌鳴一致

でし信“Zはこれで！伝統あまた志郎落合一事永久周弼し直します。と司会の橋口でん

が宣言もしました。いすやネ可逆鴫運命だということくま全ての人々に合ってい和事すす

すが・∴　の宣告（摘方を漂い悲哀のムードで富みきし上血縁、穀沌約mみのCのsi

切れ印、，仁最後の一皮が、ヨソ希の尊大によって、ナンヅ）CかMtのです．
「師、しい本当に恥かしい，こんな都馬くま日本中に姦し、じゃうう．粗紬こ頒師も噂

うん」と、丸の脇こい仁者ん抑重恩しまLrこ。「このこと甘奄美のT史l。蒋ソますで。

という声ととも（二°もノナ　ス左を束終いじや・・」という噴きもありました。

部栗飴†一捕獲に命題練れ、7）く海亀の管理は被え一ケ月安代ということに日日）ました。

壬ヾ十月一回の都割下東証丁朝で索小壷（、令達五・）ということにけり「せめてもの救い

じ1ヤ」と∴死人「こうけ言ってひさしTこ．簸編の発端でかた屋長何題，3言結局ケリかっも、

す空手（つつのしこ之克巳長石在ということ（二ならのてす．

そて、節放式には液卵が回され、それaT正面から旗を合わせたここの乃い二人のボス

が、払I二菊判二束ました“二人鴫過疎のシマに束マff→たあんた有lこ、本木ならこち

らから掬がこ行くへさと二つで、＼即諾ロのようiここん問え経噌のでそれもお表す、命さて・

怒ってい吾ことも非干し碗いたい。いずれ奥さん）の誇られ仁和二でも　」という、丁至

けものでした。客人に揃う奄美の伝細暁温かさど偉…しそこにけありました。とて

も憎める相手に《認えまでんでした．日高僅刀の訊く疎まずいなうふっと（古い時好む）

で抑天の鴫小平筆勢以外の何者でもあー）までん。

とこうで・「賓鋤くのキツネやタヌキと、ボンが之ら（親し気Iこ乾し合っていたが輪

耽れ　るんや鴫し、和宣∴≡入信サン、／くアサンたちがIC宙LLと3よ」と橋ロコILIこ（忠告ざれ

私－a技の7、立場のむ「かしこを巌LaLも

映え今日ま　∵鷲球面と1号迫です朽ちがう

商の軽い壊軌調ト高言渡しで采入りLBい牟

lこしております．要と申します恒で私めも

“ボンボンタヌキ。鴨のですが、iさてさて？

哲哉称工申ニー裏ごし市街を使いましょう小？
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者Is話人女御借　南軍－，月

原口恵素というイ離した人物の∴想綾を絶するような鯛的労相‥いて、支えられて

未了ニスる反対氷支勧二　私に短毒押入したということば　紋にIa脅威でLrこ。私利重民登

録に行った擦、過疎河東Iこ悩んでいるi壇の申嬢椰安塚の戸諸侯殿（専「あえて住民登録を

ずる時事一担いの萄よ」と、しつこく、し，こ（言うの7す．「希，の連中は、もと完売

平田詑経由してえ危（こ住み込んだの烹ス后でI専困る、平田に引撮って，狭くい」と　ある

萄轟く議員（こ言われたし平田の宮原申駁副う拾っていました．そこで彼は「彼ら一事一

番の激鼓舞点け　のた。前線的1込めるゆtTIこぼ行か慨の．と答え軍そうです．

ズ志共同体解散後のIOR

10日、∴村民合議．主催の連

勘合の日（∴ミ才と万葉が

やって烹ま」と．紺蒔いて・

ナンアリしていたSTiT、

トラックで危碕淀（ご直行し

い青竜リトラックを違ら丁

叶て、自己絡介した中日Tで

う。その夷Iユズ志支部で歓

迎会そしてくれました．

その日から、前菜の庚申の天井の低い一軒の豪で丸的郡毎、宮崎から的乍リー‥奈

てくれ壬サト夫婦手挨五色と何人かの種馬為との雑居生米か低まリさし巨細手鍋異と

娘豹の礼柾目伽続　きしたの・ん鴨ある日、沖縄からサンタと一給に衆生、蒙古の

子年続の乗で水死するという軸が起語CTC・無制へ束て4日日、やっ璃蹄い

が亙ったと言って　べ夕凪千の乗で一人　レインコートを着て運んでいたとこうと、爽‘こ

連れ1行かれたようてす
「舶綺易で凡て殺された」と、絶縁うー別記壇上躾7鬼が押し河て禾ら帰した

’娘を連れ虚し萌を教組二伸する気があ3」ことを．祖婚千敬老．ナら小、崩餅掠る

気分で絹の火番場へ萌したとこうそこにI拘良Iこ毎回の貫之へ30急の危舜久元

金の人々が一締っていました∴造骨をズ急（こ温々雨季にl事、肩輝く会員が揃えてくrLま

した∴万事が橋口さんの駈鬼ですe rこん鴫温かい人々に見とられて、仮も亭戒名です．

と・墾田蓮根の方々刑かて行かれました．

確実へ入って三ケ棚rCんてもか当蕾りな奄美‘二時ってしま、手工と、その時えは

恩壷した上合一私1言彼私様我利道場の入射即侯主いてくれたの証恩，ています．

この事件高∴霊域利に対する久志反対歌の態雇を・自他和こ公緋るものIこしたこと（：

かて、貴い転じて大きな回矧：鴨1「このです。
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者持論挟恵春期　ノ7信子⊥月

与奉酒之て金I披く、祖lブギ用、一ケ月と沖縄や九両へ出積訓二行き、末の歓楽街を

似頼稔で胸いて表し3した．“奇狩生　と呼ぶこの／く一　キャバレー過りの黒縁ざ（なi当

時一枚IOOO円としても、一晩で王へ3万に一つ裏年）きし言に．可首と具眼、生娘チ当って＝）

たくもいのですか　最初の二手くらレ日工“イ五泉の皇軍、き叛きさくらしかめゾきせん．ス

ウノ亀でのコミューン作りの基礎もやつげ真帆て打ちました．樹寺岡で在喪に　しかも

聯べく合別事金を綬ぐゲリラ的爵根ざ手引こつけてあく肴か締環七弓e

さて孝夫になって、春先もナ）、仔人として年貢と払うベラと言．うそ、くずとし吾ことか呼

主会から米ユOkと軸題辞を贈られました．正的補過りで二日酔い．三色苗字し。シ

イサン　バ7サンタ雇の呵iこあるへぇ皇一板。の写真を、いす・れ化す外してみとよう、ど

その時′Ciニ哲，Tこのですか　末だあ計）秋葉は上ってありません言合一歩というところま

で（了行っているのですが、それI二代h幻汀か、ひふっとしたうマリiノンモンローだって良

・レのかも知凧までん秋、何かヾ侮辱薫りです．今後の醇遅寝いう巾一丁てす。

君的詳細年度の正持た往集会、久志窮組黍として立，手稿ロコんか「愛約・1の喀J

んのあ強で、春もやっと両手があさましだ」こ初江にあと　改めて私たちと紹介して、

諌責表明です5よう重言ら血ました。
r合筆は枚チ久の飽こ、衷河水の痔を菜くつもりです」との元の釆危急軸珂して、

約300人全員か彊肌るよう即日チぶありました。ずつかi）嗣子に衆っに如才「こうげ

ったり桜で帝を助る餌か）ました．とまで去ってしまったので泊か鳩象と師

に、齢も定ま，てしきいました．

とけ言えその頃∴蜜我初速揚一書息も苦しレ同母高一こゐソました．椴デス通いを一日も早く

岡治して、夜村沢の期待と吏掛二あえるベく銃刑が、寄合駈けともあって遼クとして進

まず、辞いどれと輔車坊の日々でだいぶ評判を馨ししました。

そん憎み3日　閑却、ら橋口さんと－盆し‥ワ9－ンした馬溝助氏か大破の鍛工塊を畑

分して・本科抑こ帰って宋ました。夜チ久のイケンマ‘こぼ、埼効鵜舟猛反対如く

作った養鰻陶ぐあります八人手不足の小猿離れています。咲．租のプレ／＼ブ守秘臥こ

して劣兜詑すらというので丸も学則うり、I）泊り込サT字伝いました

ある日の夕方イケンマの昇一こ催し気骨薩が停泊しました。県か破調うで環境調査に夫

ら小も知性せい拡様だ亘のて・二人実緊張しきした。粗描から軽か上陸して承るよう

「ごった商会，て拭うと思い早速永森の準備をしました。とこ初演茄的オジー事へiレメ

ットも絞り、アイ7割馬に善し、長柄鋭さ宙って寿岸へ痛んで行きさした。引退して野犬

日昌一二入ってもへ，しメット（t放った3、でした．吉事八重通・）妹もっていきLhが、総局

呑専政しまありきtLでした．その後、意呼の男言的オナー事、橋口さん（‥対す3けなライ

バ）し意識から、次射こヾ反対派の中年反対詠一という立瑞をとるようiこな？て行くのです．
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討I摘桑排的峰米　′T軸

榛0員，の融和王でめぐら把手1コつい－こ締着を邑す　存打水は“重恩噂eL、ら函」

と、役場前つツト　睦言、、塊連続境と兼ぬるを烏石柱が、tqへぷ・）一手純な得は

栖部か、う屈、く見放ぐれることに鴨1）ました。

このアナ一千ィ宣言の翌日だった＼中二符うに待ったへ無我利札．の進水一事・思い切

頼子i二やううということ一二別きしに4月－1日手后・か揃番のマイクで函卵T

ました。「反翻くり排ん、只今かうムガリ丸の進水式を行両手ので・決に集，て印

、、。平田から語草か∽唇ご小湊粗いこ煮てくれました」

予定より何ヶ月i連れたか、CIこかく破多久通いの純な自力で洋弓土工自㍉こいうこと

直。そ直丁河でも・チ追点の講、こしての定義がありきし千〇度でうえ金一純崎は長束

一二塗りたくi）、排尿Iこ凍棄敵のインドラ神（雷神）の討幕であるバブュラ（金師午）まで

書き込サ、前案板子久梓の臓を立てました9

平田の山下在英証言風師一本丸こと南旺杏まで鴨のtrこいつは温いムか）箇Iこ寄るち

と前将邦　葉の起ち万円の中古牛馬乃エンジン1二一才、その後ず所さんか、こけしました．

いざ進水掛下着であるサト細長以下8免のムか）着が事ゾ込んで、さてエンジンを再

かtr訪う人々の声植一二送られてをっ同時私正（こ牒の沈むとい1気分で・した。クス

玉と剖っモところで括チ、バンず信硫ロコんのマイクの務吾で岸（こ寄せて紅白の研き

捜しすると、チ供のようにはしゃぐジイサン、／ヾ？サンにう．

安いで公瓦経にて祝賀会　この

日i功、i）は私たち0上屋．柵民会

設　え后妃主食　危瀬久志公　平　一重二

回支郭息び青壮年部、子中＝こ路の
ー－｛ヽヽ、′・∴一・、、＿．－

笠置憲諏訪＿二二主事いえLT三．

圃 一二二±皇室

奄美に住みついて8ケ日、南国の海神同工の中i‥、私育ち一つあ砧小小　テラ　ええ　成し高

じの手のです．そ伸二しても「尭漂加えて、一缶得をしたの一丁オマ工うだで、ワッ／＼ツハ」

という請的オジの言い草1才i b口舌がう打殺とも喜三嶋ひようそし「∴姫　かまい3、平田

の忠海オジの得意の三時魚で鳥取が左上蹄・）か出る．熱「（計、両国の市塙が、学部帰

綺哨之て．苦しから十千未疎放の総りと怨念とと、胸一二滴寸かできろ・暦と増し叶

喜びと悲し牛のドラマが、T定の重圧の中でかくも美しく再挙され、入国酌トの現伸二も

五胡氏々としに生命の詣萩と人国東か、単純《こ　ろ枝iこ、畝かているので弓。

夕方、i吉浦い見方Ti、平固ン41ウモ瓢む）に浜－こかと・栗田が種与え島　背後か
－＿＿主監う＿し嬉し．帝展もシ）し工、小台向いていました∴とうと航し　こうとが忙し生
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ガI‘話競え砦落成ノ　侮寧8月

無館」九㌔得て、連日の亜種証可能工けり、釣の向後と濠祥ソI禦和郎勅こなりました。

板チ久祭一喝去3回、平田奇手軌こ「萄手刷奈にのですか、前手の豊雪祭の脾親で

言亘善くした窺の亮人たち一事「この非はもともとええが中lじ粛のけや」と．破宇久祭

りを買って出て「ごみ、愛称帖ガン′江．′」と看たのです。8月までに燈を寡試し、久

志会場のセッティング（こいるのか課題れtoとこうが人手花子は新しくやって春

だ木〇二千、力ヨーニ・エーコ、ミ才と4人もし信子のI二・4日末・平田から古種和こし高島

柾暗証男手はサトと私印、括りさん・汚物オジの他4人のジイサンヒちの跡†予

侶i）3あり丁まoこ人即す訓は鴫いた一・と、息ソと嘆息の白々でした．ところか、

5虹入17、私が祭りの資金鶴岡連に出てい3円一二、ウiレフーダの証が次々と疎生

帥iこ私がデザインLtポスターが全回I蛾荷担高二及んでY的凍上iナ式（こ1両

か膨れ上っていました9久志の壕のすぐ裏に　もラー折尾っ子の合さ接を括りでいまし

た0㍉鈍（こもテントを確り、ついロコ公民館まで借り切りました．

8乱入鶴喰白く‥つし同夜チ久発く塞試しおしだ．8悩一円と揃の土崎　屋根再ト

タン・三方Iこガラス窓、′＼プの侵入を紡ぐため床を上げ疎何の棄し、、と同時主謙り色

気のか勅高上か）ました　詳†唖び凍梁一つサトです．

落成式‘こ（つ再び・釈会義挙・ナての稚いそしてもらい、細や軸いうので表が乗でく

鵬Lk一拍（こして、どう一二か約束棚頂画です・同種のか．2時か・圧

何とか垢ブました。

板子久霊を’蜜紳｝道場窓前」と合札ました。ええを顕蔀とし、い両外観湊との

妄り通して学んで行く道場とするおう癒部（緋のl禍独酌3追放いう叫で

も密軸引手っこと（㍉よっ1∴雰ムにら一拍常めげ靖任やせ合算府鈍化から自己を鵡放す

るという亨連な得きしに・それけ遂に揃に｛れ）巾と・大串いか《こ∵白票一丁、ず

らかということも殻＿もてくれます．

港の躯は・文弛i）逼垢の碁連打うでしたら現存の洗メンバーであ靖ン、ミう「

ポンチ、サレフ・ダマリの5人が、何丁鬼かの差肴の中から、枚デス科こ遷（猟だかけで

すから。そして言の閥を境Iこしてそれまで売人にうの個別屋であり、人気秀でか

たエーコの存在が　ま才I：蒔く真上，て弓子？、

一つの役を終えによう一二、やわけ南の息へ

て放って行や・アマと別れたサトも、増

線ざばて翌年∴カニ無窮岨吉璃入ろ

う巳1㌧魔年恥入立しての責任穀か坤

煎れて、∴≠tt西表島へと去－）ま・Lh

無我刺通味の卦一朗か竜、にのです．
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者I7話者4回妓終審　擁8耳

管の宣イえ1才行き潜り、、根デス神への詠納金、ということで、分国の仲間たちに過した
・、看窃帳吉、つい小二2g否円に達し　幕戒式の頂には琵（＝30免を知良していた忠人くま

8月l与日の祭ソ当日、ついに60免を突成しきし「こ．石窟足らずの静かも先人前垂（こ

何卒知れ扮風俗の岩念たちと、デスカバーシャ′く＞スタイlレのII誰溶．－手中でも点も危

喰蘭＼ナの季掛こ　輯胸班刀ンと疎恒へてい3農看たち（か、i）・その上更に春蝶姫

させたのは、連夜、欠番の媒材に仁も3して“⊂ソCO一票軸も治して・‾丁やうう！」と・

姫斬る′してい　霜鳥やのケンC●うに与の行元でした．

夜の裏衝直を歩の1束にあ塩で、ヤクザ裳とのやりとi）には多少自（書のあら私ですDこ

この時Iゴひソけ刃物の上を液3想いの連日連夜でした。まきiTiこ占い仰向内での‘、芦のデ

カイオか正しい、式の、算輪栂紬寸の蒔いて煽ソ、住銀9ケ月のミ才の身を考える暇も尊

い窮叱1：立たされました。一触即発　一切が霧散であかにTへ想えました．今にしそ思え

1よこの祭こそ、ヒッピームーヴメントの沫鴇にっ仁のです．
、、部旗．∴諦豆、ウ　ヤマハボイコット運動を通して、常i二ヾぁ祭りボン六、として　ヒ

ッピームーヴメンしの、祭司、を勤めて束冨永の呼読、11「こ祭り「訪、う、きっと浮いロ

ックコンサートかマリファナパーティでも用意これてい3ものと．期待して表裏のでし

ょう木いざ蓋を（和1てみたとこすのど魯侵大会と稀漕　境、∴たいで種皮　てこ真

机るあ真言。「カウンターかレナュアとしてのムーブメントは、一体とうもうてるの？」

という高月↑ですか、戌程　これまでの、”えけらかう較べれIゴ、この祭はあき月二も前衛的

かつ寄合69てした．－石粉氏十二と、て　ガン／くローとこぶしき上げたり、折り目正しい

白ズボン撃て寝台の足碑から奄美の昏ユん（∴御食管申し上げるボンの著勢Iよ∴ありき

たり文化言二村す3号曜iこええたのでしょう．

さ＼やか百足界の欄喧種皮のものてしたが、この亀裂は百一日と大きく寄・）、有罪秘、

と印しようiこ、ヒツCO一ムーウメントの仰向定職に淀を印せ簡本と迫ること－‥噛りまし

た。ひたすら碕別一二奇を句中「自然I叩即し！．と主張したピッCO一共同体択‘、前猿の

中から“自怨を守れ！」と鶴I直刃向う容勢が現れた晴集団の中Iこ最初の約本がか

たように、「人民の甲へ．I」という主張か助、－「こ晴ヒッピームウナント一事矛この飽り角

を迎え「このです．「賛軟か　反対歌か、中岡の道一つ船い」とい　淳淳　C、い二元論龍言私

朝いつの和こか体項化しつ、あ中二のです．

この祭り（：よ17、同西宮と、かす局在していTこ久志放鳥看たケジイサン、バアサンた

ちの釦対の人々との“標のシヨイント、か．相灰をとまこ　にに「て待ち人ました．“手

車リTこうのことを、ようしくみ願いしま匂」と舌って．旅立って行く人々を見送，た後で
〝潮の満男iうかがてこ干満は永ら　3ように、人の繊入i）がかてこ子　息に喧さ永

らえるのです」というト刀ラ出身の売人の危言が引こしみさLTこ．
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首Ia話　村議′遼　ノ7郁月

椴多久祭直後に公示さ乱た辛篠本推線にIネス后かう橋口主人と、現暖の釆えの之メが
‾‾‾奇桟精しました。「（ン遼寧なんて…」と恩．てい仁私たちTLnが∴段鹿田が近づ

くIこつれ1鳥人が全く夢中Iニ寄ってい3のモ思して　蓬栄一事祭り以上だとし子日ごとを知

りました．段菜酎こ1京助の副手から一番乗りでめ3－して立並ぶので弓．
「この子こび日本来雇営（つ橋口雷奔立候補エビさし日直百堂遷させてみせ　す．と

覚中和、ら水甚さ乱1奈王蓬栄参観きジイサンや′くつサンに礁押しさした。埜舞踊す

値にちかう当琢吹鳴fいう頒危きつiTら八にこの30生の崖道一事　橋口さんを五條精子や

均選させるのiT絆ものかを　雀、（勘違いしてし言うよってした。

選挙却田中、餐評釈のボスの選挙海蛍¢腺勘香華を危介しましょう。「噂さん、共産皆

瀬手絡で鴛細こ峡虹まし印ヒツC・一の養殖一二I専し荒した言…
社食数奇上りゝしラス内通て掛）さす．などなら彼ら（おヒツC・－の雇を弱る不穏分子で

あi）以前両スワノ巳島で天下のヤマハと減って、島を我が物｛こせんとしがしっさの悪

覚です。気をつけ鴨いと碩宇久島も棄っ寂ら小までそ！．

これと開いてた走の先人たつは、カンカンに噂，て馬弓、縁日、腐ロブんけ当のボスに

食ってか＼リ「ヒッピー婚腰の電力がaaの助数えていいたい。ワシi諦穣村中（。

亡、ccーで増やしたいと思っとるので」とTltそうです。

秘本e匪｛言議会則、そのものを否定していされ二は、
「芝小　人か？」の議論もナンをン叉です小　高寮足

らずでき索読たまi）、「何級の詮は駐一二投棄チエだうう」

けどという非匿名′性社会では、選拳に無同じではいら

れません．紐粟Iて痩体的でか）、大同、日英でI専もし、の

でお村の腕白で、イ節与で、助平でーズルでビラしよ

うも窯かつた亜印、、ボス（こ戎・）上って．村を売り払

あうとしているの門かう、そ囚二村して取らり散らし、

寅相子追薫、暴露ぐずことの鎗看3絵画性と、）勘こ弱毒の

働く二五っ正義感印可っ人物と　ケンカの代表に選本のです
“一票む）ぜひ」ことが、事前二子刺されたのでサトとのトラのしで羨鈴していたア

マを呼蒔き、次戦上のでんだ活栗橋口さん一号90票ぎりぎりでセーフ。99棄3角の

中から◆くし引おで1免がすべり込亀というされとで．I4議南中＿和歌面重用こ平

田の善房訂介氏ヒ橋口どら印、危村村雪かb（碁のり肩が当選し　た急から一事2危

局鈍、中破の南端郊藩か引ね口こいうことに甘）ました。
「ワシに（摘っこと－扮ってましたJ∴－よにしう富秀（こI功支萩の相成がつい一7号し辛

から応え」と、一人のジイワシが酔っけら，て、盛んに刀艶していました．
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身I哨諦蛇とMAJ計画　′ヮ硝～－2月

伸二入って吉和7勘か言を鉦咽締ってトカブ列島上如、3日向も停滞
LgLに。老格中のテLC一乗穀といなチベットへの侵略為の死宣告ITて呑〔刀鴫し

た・癌久短に幽閉抹てい捕向たちを・楕ロさんのヤマハ宋－トて遡れ行って着

たうば勧めて、スワ）G島の遼療報う卵へました．ラジオ（豆う，。∴∴S。S。舶陸

実況していたそうですが、淳まい小汚複に本村が飲み込青笹袈し抜、シマ　ログ、

鋒一日の口クのニケ・そして土地のジィビスワすさ人脈んだとし、うことです。ヤマハ

偵略以東スワ／部晩昧鵬と化し、この謹厚にも次々と3急の水稲と鋸し、つし、
lこヤマハの社長包卵、ス7／ぴアれス鴫綱に成人で昨宇ママ′＼一班鎖祭の

印直し・鎮魂祭をやったそうでづoどうです悪覚共立本気で粕た＼り言別（乱

掘ようてす・愚かか抹両種か悔政雄か、今後を宮中ソきしよう。

月末27日の希え足部束に†猿奇利との産声高氏厨した。産駒噌かれず・

愕自分一人て生桂ということ鴨のて・か物療緬のミ九的一時岬の腰痛の束

髪率を掘進室　♪中京耗そしっ叫両手で賜りgLr㌔「これ私の示ちゃら脅し

鴫ので旧主声の」と・三才のゐ塵付‥鴫った万葉か起指して宕療（臥刷や匝ち

卯へ分け入・）礼だ・寮泣烏行の種村神シヴァのハ十㌢亭光り輝く塙・uMA。

鎚宅の蟻も摩あや璃わ翰・ア7・中称、す犀「こ停巾的、坤I＝したの正徳

鴫確約撤理工劇画ぐ楯殺生たか子の和7。ルト二ウムの石もピン的看ま
せんてしたoその翫前年水和だ精錬の膿の局勧：一㊥名の直情依存にえら帰し

五時掛‥・初夜の父物事・私のタI二出産祝いを膿らせ「あ租畿雇う上と言，て計

時した。「亭序・おめでとう！工我が子の棚と短、丸博秘印綬サと追い申

て知　画一でベア高松の中へ彬んで和∵7中二ウム再星のゝ正確　掃ちブ

れました。知回廊程I二翻抒鴫中丸予稿なニケ膝のあ3軌た日に中庸を

砲車初めて締こ即事I尊熟、帝の空に巨大甘辛／つ雲が漆生弾コ敏即時

し丘融姉養ってか弱原の中で卒庫の棚緋えく伊江かこ「生きるベチ場所

と死ねべ弼机狭めてく映した・漂追いし背筋人の廟噛りまでんかピア

／のヤマI＼を叩いていたらl比乱国ム袖て祉との　のの蛭の絶御母

蜘小鴨へ‘ok・骨相一得分の概で百秋和挿ガンーこす3という藻細く科

で一日穣3個命綱征00覇のブIレトニウムが、日本中の鶴かう遼硬さ八

子死の和、暁は輔の碕原漁獲はノ麿で紬酪撥頼掴i一瞬
のううに細、フッ蘇れよう・Iqqo字の甑誼と食近め珂博日本の破

サイク冊亮籍し、プ・し上ウム鞍の娘叫で、輸鼻祖二奉り去ら持てしよう．

か・大竹榊のように弛萄・うk9の7叫ニウムが穣凋、うkaの希佃
かナエネルキーの通の喜び・ウマ・光の甲か揮i、死の死、シヴァの永遠痢呂
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茅20括窃涜調査阻止　′7，掴

靖寮咽の裏の鉛白・釣り塙Z亘程のピケウシは一重人の破手稲喧しい

人影発見すぐ＞マ｛こ帰って橋口ユんIこ離し夏鳥町民全域こ重縁で持した。すか丁

す稀で練り軌・ウヤドリの郊髄質初手翰員と賛鍬のホ実と寂凋んだ

反歌紺か蕪会規疲吉祥壱オンの一言など男と弼（擁持た老相称
正一誇り下つれ人跡寸前れ行増しだが∴奇利昭博口中へ′けT掴まリ、背

中に－、公害軸商時雨て悌詑肌、押上かけて非番擁郎散り九日
帰納確美6）血の気を飢死抵虹。往把再離諸頼如講評
約時の萄＼どっして鴎久へ迫っ・（気lこ棚手癖の此れ3　日回春奉職
（出て申検村と新研入相佳同村碕閃け叩瑞れまは．長打淡一穴

妬デモ坤†、勧一二短東沖5着でみう映写をも編乱れた．

百一田嶋姉細坤で・千匹のハブ調覚め巧と車春雷の轟く頂、「味っい

に嫁嬢流離しまLhという言露朋んの々イクの声か・黄斜時の師部こか

れた。鱗のこね評伝，函よっで外へ出てみらし／くアサンたち船か

て盛年手駒で壷した。実時ir泣細片「′ぐシザーィ、勝，曾！」と
ハ翫ジ年前紘一丁てやって素に0）で「で古納轟航河よ？」鳴うど、

塙、［二線祐て欄「羽生ワシう勧諦注射や上と言証しと．
その短夜子細が一離禾涙腺で続軸的30か、夢Iこきで批脚
の李沖）ました一掬舌鉦や予言掴」とこすワジ減額一笑．＝即時巧永

和の上で迫害拘、姉宮嶋｛†て束虚名の人々の一素朴で単純良書直治しました

砲手久的工勤王諌桝や種村強酸の如看たうのかかて仮鍛基質と
いうことも・鳥人の靴一珂補執着の強J小ら秩件は経の秘圭の紺I据く

評価的一拍）までん・「いかよ茨淡捌‘羽の前」と・辞の串（二号善さ桐が

う玉手百・虞の繭」を葵履う臼きて、何人の記入的堂弼‘TeO）でしょうか？

日当埴和二死甘ん」と3窮）渚壇主たちに・私もて「あと一押しそlJと庇え3 　　　　墓蓋墓董要登玉t一一「・一・＿ 

、豊里邑嚢重患 
＼ 　ヽ �� ��1 

I i＼川中二 、、謹 賀し心的 �三‾こ、 斑 「▼ヽ′ヽ〇〇〇 I…、＼ Iiヽし． ●1ヽ � � �ヽ▼ヽヽ サー 希i jを庶 ＼ヽ∴′） 

暗、良、－恕 i当、ヽ ＼ヽ ＼ヽ 

蓼鞄三ヾ ��蕊淋 、、くさ ��、　まく「ヽ 
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東の詞をi担止し要項∴無我利通虜川嶋康度一二、棒をの基礎王室のていました。中二蕉

敦別れの越追賃を出稼ぎ主行つにサ白こ亘って．ウルフがのぞのそこ喪カとつ一丁前享の

アプリ棄て（了、ずつか－）在英I二邑込まれ、約1丸の解頭として定着〆した．一方丸く‥

とって蔀的巳涙であう京ン舌か　つ中二次女してキ俄と角てる秩憲を定の3′こ至って、T

I夢二のへんで、反対連動に詳重昂目きつ再起嫌でも、蛮射叩篇低靴やっ1や串

ということにげ）ました．

近年に寄って、細自大と言え一言∴る預市へ出てや30）が通例に鴨，てしき、たとかで、

二八号たす何字′？こi）小の練糸ということr∵GI）きし「こ。大間と雉決の面貌と招き　天馬を

整備しました．ノロという垂接す惟（こよる土着豪放の伝統も途絶な苧ぼうぼうに3都寮
内の瀞を考の欲鏡に偏如肌に都寡少や々の榔1と潤し、庇う（振怒組立て

ました。さて当日は南無碩宇久神の職の下に抑直売坐し、私が神主破き勧めて「ギ

マーティギヤ一ティ／＼ラギャーティ」も敬

って、荘厳蔦ムー圧醸し「蟻式があるI、

らオメラ●タイのた」というネ脇の言裏毛達べ

きしたトネヤから披露車会場でか）．靴

の仮住いであら公民館までの、‘豊嶋3追．を

神主を毛頭に　眼ポチの新編、新郎、その親Ⅵ

たち、仲人役のミ才、刀手ラマンのキー工　銀

書候のアジャもどの一団か通過方うのろ言透

くから尾や3賓球氏の御玲大方。そして公民／

館て迎えてくれる扇神歌の鳥人に弓。肩度以

前から、喜び宅悲しみも実iこして表「二円薩漂

副本の、あまり′二も鮮小事璃華僑の図でした．

ヽヽト

ロ

稽ロこ　の司司　∴部落のみ韓んたちの支寝を得て伴った摘め料勧：8°人前。平田

魚種か弓の押絵蟻イ橘、碗－）の事務の二人のムか）ブイサン、穴馬反対派会員、蜜我利

側恒・西急患へ行っていたコーチや、越桟ぎに行っていたサトと含めです放免．森谷汚努

事務肩諺の三味線で静軽々えか肢ブラにC－Iレビン帥コんて∴袴姿誘萩「一つとヨコ

の4ンピマラ・五つ77レクアバスマラ、3つ措けラッパマラ・－」の至芸を披露した両

日）で爆笑車種こ達し、島斬、う六狩れ、耳の和えもいジイサンやら胎の由ったバァ

サンかな4年鴫3万葉書て会か朝師事し五目余る小暗9－かツワ・を0、－77河

仙台明日I双を人たちの血圧が・ケンとLsという抑1てあ向きと印ました。

亀締）胸くふ板子鰻甑式、そして綺伯式と一計印二三妄評祐構隼三・」垂弁

別道虜言動っ人から、諦主体と郎べく嫡子と責任授けて立ったのです
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